
わ
た
し
の

あ
つ
べ
つ
１００
と
は

厚
別
区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
わ
た

し
の
お
気
に
入
り
の
あ
つ
べ
つ
」

を
基
に
、
歴
史
や
自
然
を
は
じ
め
、

施
設
、
街
並
み
な
ど
、
将
来
に
引

き
継
ぐ
べ
き
区
の
貴
重
な
財
産

を
、「
わ
た
し
の
あ
つ
べ
つ
１００
」

と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
平
成

二
年
に
七
十
三
件
で
始
ま
り
、
そ

の
後
二
回
の
追
加
募
集
に
よ
り
九

十
二
件
に
な
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
失
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

現
在
は
八
十
七
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
街
並
み

札
幌
テ
ク
ノ
パ
ー
ク

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
札
幌
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
内
社
屋
第
４
回
札
幌
市

都
市
景
観
賞
受
賞
）

●
公
園
・
緑
地

野
幌
森
林
公
園

厚
別
公
園

科
学
館
公
園

環
状
夢
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
発
祥
記
念
の
森

も
み
じ
台
緑
地

青
葉
緑
地

厚
別
南
緑
地

青
葉
中
央
公
園

熊
の
沢
公
園

馬
場
公
園

厚
別
中
央
公
園

下
野
幌
高
台
公
園

大
谷
地
の
森
公
園

厚
別
西
公
園

小
野
幌
く
り
の
木
公
園

上
野
幌
中
央
公
園

自
転
車
広
場

小
野
幌
小
学
校
学
習
公
園

エ
ン
ゼ
ル
公
園

も
み
じ
台
北
公
園

厚
別
南
白
樺
公
園

大
谷
地
流
通
団
地
東
側
緑
地

●
庭
園

ホ
ク
ノ
ー
園
の
庭
園

●
並
木
・
樹

ア
カ
シ
ア
並
木

南
郷
通

イ
チ
ョ
ウ
並
木

厚
別
南
１
丁
目

シ
ラ
カ
バ
並
木

厚
別
青
葉
通

シ
ン
ジ
ュ
並
木

青
葉
町
４
〜
８
丁
目

ナ
ナ
カ
マ
ド
並
木

も
み
じ
台
通

ナ
ナ
カ
マ
ド
並
木

青
葉
町
８
丁
目

ナ
ナ
カ
マ
ド
並
木

厚
別
南
３
〜
７
丁
目

プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木

青
葉
町
２
丁
目

プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木

原
始
林
通

ヤ
チ
ダ
モ
並
木

山
本
線

ヤ
ナ
ギ
並
木

厚
別
南
５
丁
目

大
谷
地
神
社
の
保
存
樹

信
濃
神
社
の
保
存
樹

ボ
ダ
イ
ジ
ュ

も
み
じ
台
東
側
緑
地

●
道

ア
ク
セ
ス
サ
ッ
ポ
ロ
歩
道
線

白
石
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

は
ま
な
す
ロ
ー
ド

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

特集 わたしのあつべつ100

厚
別
の

魅
力
を
巡
る

わ
た
し
の
あ
つ
べ
つ
１００
一
覧

豊
か
な
自
然
と
近
代
的
な
街
並
み
が
調
和
し
て
い
る
厚

別
区
。
色
鮮
や
か
な
緑
に
包
ま
れ
る
こ
の
季
節
は
、
一

段
と
そ
の
魅
力
を
増
し
ま
す
。
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ

て
、
厚
別
の
魅
力
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
。

信濃神社は、厚別の開拓の歴

史を今に伝える代表的な建物

です。現在の社殿は、昭和５３

年に造営されたものですが、

境内には当時の面影を残す大
かわにしよしぞう

木や開拓功労者の河西由造さ
しょうとく ひ

んをたたえる頌徳碑などが

残されています。旧社殿は北

海道開拓の村に永久保存され

ています

（上）白石サイクリングロードは、厚別区と白石

区にまたがる自転車・歩行者専用道路。春の厚

別南公園付近は、あでやかな桜で彩られます

（右）青葉中央公園にあるミズバショウの群落
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